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『
日
露
戦
争
の
外
交
』

近
年、
資
料
の
公
開聞
と
国
際
政
治
史
的
な
再
検
討
と
い
う
二
つ
の
理
由
か
ら、

日
露
戦
争
に
対
す
る
研
究
が
活
況
を
呈
し
て
い
る＠
日
本
で
は、
信
夫
清
三
郎、

中
山
治一
両
教
授
を
中
心
と
す
る
名
古
屋
大
学
グ
ル
ー
プ
の
共
同
研
究
「
日
露

戦
争
史
の
研
究」
（
昭
和
三
四
年、
河
出
書
房
新
社）
を
は
じ
めa
黒
羽
茂
「
世

界
史
上
よ
り
見
た
る
日
露
戦
争」
（
日
本
歴
史
新
書）
（
昭
和
三
五
年、
至
文
堂）、

日
本
国
際
政
治
学
会
編
「
日
本
外
交
史
研
究
・
日
清
・
日
露
戦
争」
（
昭
和
三
七

年、
有
斐
閣）
と
続
々
と
そ
の
成
果
が
現
わ
れ、

ソ
ヴ
ェ
ト
で
は
ロ
マ
ノ
フ
が

そ
れ
ま
で
の
研
究
を
集
大
成
し
て「
日
露
戦
争
外
交
史
概
観」
（一
九
五
五
年）
を

MU
介
と
批
評

著
わ
し
た。
こ
れ
に
対
し
ア
メ
リ
カ
で
は、
戦
前
の
デ
ン
ネ
ッ
ト
教
授
の
「
ル

ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
と

日露
戦
争」
（一
九
二
五
年）
以
後、
日
露
戦
争
の
み
を
扱
っ

た
見
る
べ
き
研
究
が
な
か
っ
た
が、
こ
こ
に
紹
介
す
る
ホ
ワ
イ
ト
博
士
の
著
書

は、
そ
う
い
っ
た
意
味
で
ア
メ
リ
カ
の
最
新
の
成
果
を
示
す
も
の
で
あ
る。

ホ
ワ
イ
ト
博
士
は、
目
下
ハ
ワ
イ
大
学
歴
史
学
部
教
授
の
地
位
に
あ
り、
以

前
に
は
シ
ベ
リ
ア
出
兵
に
関
す
る
著
書
司
君
思
宮、
ss
h
三
宅
ま
三
念
司Y
MM
Ze

白
g
S
F
5
8・
を
発
表
し
て
い
る
e

著
者
の
意
図
す
る
と
こ
ろ
は、
日
露
戦
争
を
当
事
国
に
と
ど
ま
ら
ず
よ
り
世

界
的
な
意
味
合
い
で
捉
え
よ
う
と
し、

従
来
の
研
究
で
は
用
い
ら
れ
て
い
な
い

近
年
公
開
さ
れ
は
じ
め
た
日
露
の
史
料
と
米、
仏、
独、
英
の
史
料
で
追
及
し

よ
う
と
す
る
も
の
で、
そ
の
追
及
に
当
つ
て
は、
ハ円
戦
争
の
軍
事
的
側
面
を
捨

象
し、
外
交、
政
治．
経
済
面
に
重
点
を
置
き、

。
客
観
的
記
述
を
心
掛
け
た

（
序
文）
こ
と
で
あ
る。

内
容
は、
大
き
く
四
部
に
分
か
れ、
更
に
細
か
く
章
に
分
か
れ
る
が、
そ
の

構
成
を
次
に
示
そ
う。

第一
部

戦
前
外
交バ

ヲ

Y

ス
・

オ

プ

・

パ

，

t

一
、
清
国
と
勢
力
均
衡

二、
ウ
イ
ッ
テ
の
満
州
帝
国

三、
ウ
イ
ッ
テ
へ
の
反
対

四、
ロ
シ
ア
の
H
新
コ
I
ス
H

五、
ロ
シ
ア
の
孤
立

六、
最
終
交
渉
の
開
始

七、
平
和
の
終
り

一

O
三

（一一一
四
七）



　
　
　
　
紹
介
と
批
評

　
第
二
部
　
戦
争
と
外
交

　
　
　
八
、
果
断
な
軍
事
進
出

　
　
　
九
、
日
本
の
戦
時
外
交

　
　
一
〇
、
ロ
シ
ア
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
側
面

　
　
一
一
、
さ
し
迫
つ
た
行
き
詰
り

　
　
一
二
、
外
交
へ
の
回
帰

　
第
三
部
　
ポ
ー
ッ
マ
ス
会
議
と
新
し
い
勢
力
均
衡

　
　
一
三
、
調
停
と
会
議

　
　
一
四
、
平
和
運
動

　
　
一
五
、
戦
利
品

　
　
一
六
、
危
機
－
樺
太
と
償
金

　
　
　
　
　
バ
ラ
ン
ス

　
　
一
七
．
μ
均
衡
の
と
れ
た
対
立
”

　
　
一
八
、
清
国
と
新
し
い
勢
力
均
衡

　
第
一
部
で
は
、
戦
争
の
背
景
と
遂
に
破
局
を
迎
え
る
に
至
る
一
九
〇
三
年
の

外
交
の
動
き
の
詳
細
な
分
析
が
な
さ
れ
る
。
第
一
部
で
注
目
に
値
す
る
点
は
、

伊
藤
博
文
と
ウ
イ
ッ
テ
が
彼
ら
の
意
志
を
押
し
通
す
こ
と
が
出
来
た
ら
戦
争
に

は
至
ら
な
か
つ
た
で
あ
ろ
う
と
い
う
推
論
で
あ
る
。
ウ
イ
ッ
テ
は
、
朝
鮮
の
保

護
を
日
本
に
ま
か
せ
、
ロ
シ
ア
は
鉄
道
を
中
心
と
す
る
満
州
支
配
を
行
う
べ
き

で
あ
る
、
と
考
え
た
が
、
反
対
派
の
容
れ
る
と
こ
ろ
と
な
ら
ず
（
二
六
頁
）
、

駐
日
公
使
ロ
ー
ゼ
ソ
は
日
本
は
朝
鮮
の
い
か
な
る
地
域
も
取
得
す
る
よ
う
な
こ

と
は
な
い
と
判
断
し
て
い
た
（
五
三
頁
）
。
し
か
し
著
者
は
従
来
の
通
説
、
ベ

ゾ
ブ
ラ
ゾ
フ
等
強
硬
派
が
ニ
コ
ラ
イ
ニ
世
の
意
に
迎
合
し
て
、
開
戦
に
持
つ
て

行
つ
た
こ
と
を
否
定
し
．
開
戦
が
十
分
な
考
慮
の
下
に
確
固
た
る
国
策
の
｝
環

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
四
　
　
　
（
三
四
八
）

と
し
て
行
わ
れ
た
こ
と
を
、
一
九
〇
三
年
二
月
に
行
わ
れ
た
会
議
を
中
心
に
立

証
し
よ
う
と
試
み
る
（
五
一
－
七
五
頁
）
。
　
一
方
、
当
時
日
本
の
国
匹
に
お
い

て
は
一
九
〇
三
年
六
月
．
伊
藤
内
閣
に
代
つ
て
桂
太
郎
が
内
閣
を
組
織
す
る
に

及
ん
で
、
満
・
韓
交
換
を
基
礎
と
す
る
日
露
協
商
論
者
伊
藤
は
大
き
く
後
退
し
、

日
英
同
盟
を
骨
子
と
し
そ
の
影
響
力
に
よ
つ
て
ロ
シ
ア
の
圧
力
を
排
除
し
よ
う

と
す
る
、
桂
、
小
村
ラ
イ
ン
の
考
え
が
｝
九
〇
三
年
秋
頃
か
ら
前
面
に
浮
び
出

る
に
至
つ
た
。
著
者
は
五
章
（
七
六
ー
九
四
頁
）
に
お
い
て
、
日
清
戦
争
に
突

入
し
た
一
八
九
四
年
当
時
の
日
本
と
一
九
〇
三
年
の
・
シ
ア
を
比
較
考
察
し
．

か
つ
伊
藤
博
文
の
日
露
協
商
論
を
長
々
と
紹
介
す
る
が
、
生
彩
あ
る
四
章
に
比

べ
や
や
冗
長
の
感
を
免
れ
な
い
。

　
第
二
部
戦
時
外
交
で
は
、
戦
争
開
始
と
同
時
に
日
本
は
焦
眉
の
目
的
さ
え
達

成
す
れ
ば
戦
争
の
終
結
を
志
し
て
い
た
こ
ど
が
ま
ず
指
摘
さ
れ
る
。
講
和
に
至

る
動
機
と
し
て
、
著
者
は
日
本
海
々
戦
に
お
け
る
ロ
シ
ア
バ
ル
チ
ッ
ク
艦
隊
の

敗
北
、
ツ
ァ
i
随
ニ
コ
ラ
イ
ニ
世
に
対
す
る
ド
イ
ッ
の
カ
イ
ゼ
ル
肝
ウ
ィ
ル
ヘ
ル

ム
ニ
世
の
忠
告
、
日
本
の
財
政
問
題
、
ル
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
大
統
領
の
斡
旋
、
を

挙
げ
る
。

　
第
三
部
は
、
両
交
戦
国
以
外
の
日
露
の
新
し
い
バ
ラ
ン
ス
・
オ
ブ
・
パ
ワ
ー

に
お
け
る
異
つ
た
利
益
追
求
に
関
心
が
向
け
ら
れ
て
い
る
。
特
に
セ
オ
ド
ア
・

ル
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
大
統
領
に
代
表
さ
れ
る
ア
メ
リ
カ
の
極
東
政
策
と
の
関
連
の

分
析
は
詳
細
で
あ
る
。
ポ
ー
ッ
マ
ス
講
和
会
議
に
お
け
る
ル
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
は
、

最
初
控
え
目
で
あ
つ
た
が
、
会
議
の
進
行
と
と
も
に
非
常
に
積
極
的
に
な
つ
た

こ
と
が
、
ル
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
の
書
簡
を
通
じ
て
語
ら
れ
る
（
三
〇
三
ー
三
〇
六

頁
）
。
し
か
し
同
会
議
に
お
い
て
行
き
詰
り
を
見
せ
、
遂
に
妥
協
点
に
達
し
た



「
樺
太
の
割
護
」
と
　
「
償
金
」
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
従
来
日
本
の
研
究
で
明

ら
か
で
な
か
つ
た
点
を
明
確
に
し
て
い
な
い
。
八
月
二
一
日
付
の
ル
ー
ズ
ヴ
ェ

ル
ト
の
勧
告
「
日
本
は
サ
ガ
レ
ン
北
部
の
返
還
を
も
辞
さ
な
い
。
ロ
シ
ア
は
、

そ
の
代
償
金
を
支
払
え
ば
よ
い
。
そ
の
額
ば
今
後
の
協
定
に
ま
つ
」
と
の
電
文

の
余
白
に
、
ツ
ァ
ー
は
「
ロ
シ
ア
は
こ
れ
以
上
譲
歩
す
べ
か
ら
ず
」
と
書
き
、

決
意
の
程
を
示
す
が
、
二
三
日
駐
露
マ
イ
ヤ
i
米
大
使
に
ツ
ァ
ー
は
「
戦
費
賠

償
を
払
つ
て
国
を
は
ず
か
し
め
る
よ
り
、
一
時
的
に
領
土
を
失
う
こ
と
の
ほ
う

を
選
ぶ
」
と
し
、
コ
時
的
に
ロ
シ
ア
の
領
土
で
あ
つ
た
に
過
ぎ
な
い
南
樺
太

の
割
譲
に
賃
成
す
る
」
と
語
る
。
一
方
、
日
本
政
府
は
現
地
ポ
ー
ッ
マ
ス
か
ら

の
請
訓
に
よ
つ
て
、
二
六
日
た
と
え
償
金
、
割
地
の
二
条
件
を
放
棄
し
て
も
、

講
和
を
成
立
さ
せ
よ
と
の
最
終
訓
令
を
出
す
。
し
か
し
こ
の
最
終
訓
令
は
、
石

井
菊
次
郎
外
務
省
通
商
局
長
兼
電
信
課
長
が
駐
日
イ
ギ
リ
ス
公
使
マ
ク
ド
ナ
ル

ド
か
ら
≡
一
百
の
ツ
ァ
r
・
マ
イ
ヤ
ー
会
見
の
内
話
を
聞
き
、
こ
れ
を
桂
首
相

兼
外
相
に
伝
え
た
結
果
、
「
南
樺
太
割
譲
要
求
」
に
修
正
さ
れ
る
（
三
〇
七
頁
）
。

こ
の
事
件
に
お
い
て
、
な
ぜ
強
硬
態
度
を
維
持
し
た
ツ
ァ
！
が
マ
イ
ヤ
ー
に
そ

の
よ
う
な
こ
と
を
語
る
べ
く
態
度
を
変
更
し
た
の
か
、
な
ぜ
、
ル
ー
ズ
ヴ
ェ
ル

ト
が
日
本
側
と
密
接
な
連
絡
を
保
ち
な
が
ら
、
ツ
ァ
i
・
マ
イ
ヤ
ー
会
見
の
結

果
を
日
本
側
に
教
え
よ
づ
と
し
な
か
つ
た
か
、
そ
の
理
由
を
ホ
ワ
イ
ト
博
士
は

明
ら
か
に
し
て
く
れ
な
い
。

　
ホ
ワ
イ
ト
博
士
に
望
む
べ
き
こ
と
は
、
他
に
イ
ギ
リ
ス
の
動
向
に
つ
い
て
の

扱
い
て
あ
る
．
同
盟
国
で
あ
る
イ
ギ
リ
ス
が
、
日
本
の
外
債
募
集
に
応
じ
な
い

と
い
つ
た
態
度
を
取
る
（
一
六
八
頁
）
の
は
何
故
か
等
、
最
近
公
開
さ
れ
た
英

　
ハ
フ
リ
ノ
ク
　
レ
コ
ル
ト
　
オ
フ
イ
ス

国
古
　
文
　
書
　
館
の
文
書
は
示
し
て
く
れ
た
筈
で
あ
る
。

　
　
　
　
紹
介
と
批
評

　
以
上
が
、
通
読
し
て
得
ら
れ
る
本
書
の
感
想
で
あ
る
が
、
し
い
て
外
国
人
研

究
者
に
あ
り
が
ち
な
欠
点
を
探
す
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
巻
末
文
献
目
録
の
日
本

文
献
リ
ス
ト
の
中
に
求
め
ら
れ
る
。
伊
藤
正
徳
著
『
加
藤
高
明
』
は
　
「
ヵ
ト

i
・
タ
カ
ア
キ
ラ
」
（
三
八
五
頁
）
で
な
く
「
タ
カ
ア
キ
」
で
あ
る
し
、
外
務

省
。
．
Z
一
畠
マ
o
国
o
≦
暫
U
印
ヨ
冨
づ
国
涛
5
り
開
仁
ざ
閃
ぢ
ぎ
犀
質
N
Φ
ロ
犀
霞
一
汐

田
置
路
一
ざ
国
巴
犀
窪
属
。
き
ざ
．
．
（
三
八
七
頁
）
は
「
日
露
講
和
談
判
筆
記
－
付

両
国
全
権
委
員
非
正
式
会
見
要
録
」
で
あ
り
、
著
老
が
用
い
て
来
た
日
本
人
名

は
姓
を
先
に
出
す
方
式
に
従
え
ぽ
、
国
o
百
o
拝
日
鼻
且
（
小
森
徳
治
）
、
国
。
導
奪
鉾

留
昌
　
（
小
村
捷
治
）
（
三
八
八
頁
）
の
コ
ン
マ
は
不
必
要
で
あ
り
、
『
日
露
戦
争

史
の
研
究
』
の
編
者
の
一
人
は
「
ハ
ル
イ
チ
・
ナ
カ
ヤ
マ
」
（
三
九
七
頁
）
で

な
く
て
、
「
ナ
カ
ヤ
マ
・
ジ
イ
チ
」
（
中
山
治
一
）
で
な
く
て
は
な
ら
ず
、
「
ト
ミ

ズ
・
ヒ
ロ
シ
ヒ
ト
」
（
戸
水
寛
人
）
（
三
九
九
頁
）
は
「
ヒ
ロ
ン
ド
」
の
読
み
間

違
い
で
あ
り
、
植
田
捷
雄
論
文
「
日
露
戦
争
と
ル
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
」
が
収
録
さ

れ
て
い
る
論
文
集
『
神
川
先
生
還
暦
記
念
・
近
代
日
本
外
交
史
の
研
究
』
を
中

扉
の
「
謹
ん
で
還
暦
を
祝
し
神
川
先
生
に
捧
ぐ
」
を
、
書
名
と
思
い
込
ん
だ
（
四

〇
〇
頁
）
の
は
余
り
に
も
軽
率
で
あ
る
。
草
稿
あ
る
い
は
校
正
の
段
階
で
、
一

度
で
も
日
本
人
研
究
者
が
目
を
通
せ
ば
、
容
易
に
除
き
得
る
誤
り
て
あ
る
だ
け

に
惜
し
ま
れ
て
な
ら
な
い
。

　
し
か
し
本
書
の
価
値
は
、
こ
の
よ
う
な
些
事
に
ょ
つ
て
評
価
さ
れ
る
も
の
で

は
な
く
、
ま
ず
各
国
の
資
料
を
利
用
し
て
、
一
人
の
研
究
者
が
日
露
戦
争
と
い

う
テ
ー
マ
を
捉
え
て
一
つ
の
モ
ノ
グ
ラ
フ
を
完
成
し
た
、
と
い
う
こ
と
で
な
さ

れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
し
、
本
書
が
極
東
の
国
際
政
治
史
、
外
交
史
の
専
攻
者
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
五
　
　
　
（
三
四
九
）



　
　
　
紹
介
と
批
評

と
つ
て
一
度
は
読
ま
る
べ
き
本
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
．

　
付
録
と
し
て
付
け
ら
れ
た
O
コ
九
〇
一
年
か
ら
同
四
年
に
お
け
る
日
露
間

の
三
つ
の
往
復
文
書
」
は
、
日
本
提
案
を
右
に
、
・
シ
ア
対
策
を
左
に
対
比
し

て
示
し
．
⇔
「
ポ
ー
ッ
マ
ス
会
議
、
北
京
会
議
の
討
議
事
項
」
も
、
同
じ
よ
う
に

日
本
の
条
件
、
要
求
と
、
露
、
清
の
対
案
を
対
比
し
、
㊧
「
年
表
」
は
一
八
七

五
年
五
月
の
千
島
・
樺
太
交
換
条
約
か
ら
一
九
〇
八
年
八
月
の
日
露
樺
太
境
界

画
定
ま
で
を
、
綿
密
に
フ
ォ
ロ
ー
し
て
、
い
ず
れ
も
興
味
深
く
有
益
で
あ
り
、

二
五
ぺ
ー
ジ
に
及
ぶ
詳
細
な
文
献
目
録
は
前
記
の
ご
と
き
若
干
の
誤
り
は
あ
る

と
は
い
え
、
多
く
の
未
知
の
材
料
を
提
供
し
て
く
れ
る
こ
と
を
付
け
加
え
て
お

こ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
池
　
井
　
　
優
）

一
〇
六

（
三
五
〇
）


